
Ｎ ｅ ｗ ｓ  Ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 
 

国土交通省九州運輸局 

令和７年８月１８日 

 

平成筑豊鉄道株式会社の鉄道事業の旅客運賃上限変更認

可申請に関するパブリック・コメントを実施します 
 

 令和７年７月３１日、平成筑豊鉄道 株式会社（本社：福岡県田川郡）から旅客運賃

上限変更認可申請がありました。 

 当該申請事案について適正な審査を行うことを目的として、広く利用者から意見を

聴き、審査の参考とするため、下記の要領にてパブリック・コメントを実施します。 

 

１．意見募集対象（案件名） 

その１（伊田線・糸田線・田川線） 

平成筑豊鉄道株式会社の第一種鉄道事業の旅客運賃上限変更認可申請に関する意見

募集について 

その２（門司港レトロ観光線） 

平成筑豊鉄道株式会社の第二種鉄道事業の旅客運賃上限変更認可申請に関する意見

募集について 

 

２．申請の概要 

別紙（次ページ以降）のとおり 

 

３．意見募集期間 

令和７年８月１８日（月）から令和７年９月１日（月）まで 

 

４．意見の提出先・提出方法 

 電子政府の総合窓口(e-Gov) 
https://public-comment.e-gov.go.jp/pcm/list?CLASSNAME=PCMMSTLIST&Mode=0 
「パブリック・コメント」の「案件一覧（意見募集案件）」欄に掲載された上記の【１．

意見募集対象（案件名）】を選択し、案件詳細画面の「意見募集要領（提出先を含む）」

を確認の上、e-Gov の意見提出フォームもしくは郵送のいずれかの方法で、日本語に

て意見を提出してください。 

 電話による意見の受付は行いません。 

 

５．その他 

 提出されました意見は整理の上、e-Gov パブリック・コメントの案件一覧（結果公

示案件）内の当該案件の詳細に回答を掲載します。 

 意見に対する個別の回答は行いません。 

  

＜お問い合わせ先＞ 

九州運輸局 鉄道部 計画課 

関口 

電話 ０９２－４７２－４０５１ 
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Ｎ ｅ ｗ ｓ  Ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 国土交通省九州運輸局 

（別紙） 

 

変更しようとする旅客運賃の上限の種類および額 

その１およびその２の別紙１のとおり 

 

 

申請理由 

その１およびその２の別紙２のとおり 

 

 

その他 

 申請書の内容については、e-Gov パブリック・コメントの案件一覧（意見募集案件）内の

当該案件の詳細に掲載します。 
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別紙 １

     270円 220円

70円 加算 60円 加算

60円 加算 50円 加算

50円 加算 40円 加算

60円 加算 50円 加算

80円 加算 70円 加算

70円 加算 60円 加算

90円 加算 70円 加算

70円 加算 60円 加算

60円 加算 50円 加算

70円 加算 60円 加算

400円 330円

450円 370円

450円 370円

500円 410円

560円 460円

糸田・大藪～内田

糸田・大藪～赤・油須原

糸田・大藪～下伊田・田川伊田

糸田・大藪～上伊田・勾金・柿下温泉口

松山～柿下温泉口

糸田・大藪～内田

糸田・大藪～赤・油須原

糸田・大藪～下伊田・田川伊田

糸田・大藪～上伊田・勾金・柿下温泉口

松山～柿下温泉口

42ｷﾛを超え43ｷﾛまで

15ｷﾛを超え21ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

21ｷﾛを超え24ｷﾛまでの部分

24ｷﾛを超え30ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

3ｷﾛまで

3ｷﾛを超え6ｷﾛまで

6ｷﾛを超え9ｷﾛまで

9ｷﾛを超え15ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

30ｷﾛを超え33ｷﾛまで

33ｷﾛを超え36ｷﾛまで

36ｷﾛを超え42ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

30ｷﾛを超え33ｷﾛまで

33ｷﾛを超え36ｷﾛまで

36ｷﾛを超え42ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

15ｷﾛを超え21ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

21ｷﾛを超え24ｷﾛまでの部分

24ｷﾛを超え30ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

3ｷﾛまで

3ｷﾛを超え6ｷﾛまで

6ｷﾛを超え9ｷﾛまで

9ｷﾛを超え15ｷﾛまでの部分

 [3ｷﾛを増すごとに]

変更しようとする旅客運賃の上限の種類、額及び適用方法

１.  普通旅客運賃計算方　

次の区分の額とし、これを最高額として別途定める額
とする。

１.  普通旅客運賃計算方　

　（特定運賃） 　（特定運賃）

　次の区間は特定運賃とする。 　次の区間は特定運賃とする。

次の区分の額とし、これを最高額として別途定める額
とする。

（対キロ区間制） （対キロ区間制）

申請 現行

旅客運賃の計算方法及び適用方法 旅客運賃の計算方法及び適用方法

第１　運賃の計算方法 第１　運賃の計算方法

42ｷﾛを超え43ｷﾛまで

別紙１-1

その１（伊田線・糸田線・田川線）
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別紙 １

変更しようとする旅客運賃の上限の種類、額及び適用方法

申請 現行

16,440円

18,980円

19,730円

4,840円

5,940円

6,820円

7,700円

8,580円

9,680円

10,780円

11,530円

12,290円

13,050円

13,800円

14,550円

15,180円

15,810円

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

43ｷﾛ

5,810円

7,130円

8,190円

9,240円

10,300円

11,620円

12,940円

13,840円

14,750円

15,660円

16,560円

17,460円

18,220円

34ｷﾛから36ｷﾛまで

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

43ｷﾛ

3ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

13ｷﾛから15ｷﾛまで

16ｷﾛから18ｷﾛまで

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

28ｷﾛから30ｷﾛまで

31ｷﾛから33ｷﾛまで

34ｷﾛから36ｷﾛまで

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

28ｷﾛから30ｷﾛまで

31ｷﾛから33ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

13ｷﾛから15ｷﾛまで

16ｷﾛから18ｷﾛまで

（イ）通学定期旅客運賃(1ヶ月）大学生・高校生 （イ）通学定期旅客運賃(1ヶ月）大学生・高校生

3ｷﾛまで

25,240円

27,310円

29,040円

30,770円

32,500円

31ｷﾛから33ｷﾛまで

34ｷﾛから36ｷﾛまで

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

43ｷﾛ39,000円43ｷﾛ

30,290円

32,780円

34,850円

36,930円

15,210円

16,940円

19,020円

21,090円

23,160円

7,610円

9,330円

10,710円

12,100円

13,490円

9,140円

16ｷﾛから18ｷﾛまで

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

28ｷﾛから30ｷﾛまで

11,200円

12,860円

14,520円

16,190円 13ｷﾛから15ｷﾛまで

18,260円

20,330円

22,830円

25,310円

27,800円28ｷﾛから30ｷﾛまで

31ｷﾛから33ｷﾛまで

34ｷﾛから36ｷﾛまで

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

（1）運賃計算方 （1）運賃計算方

次の区分の額とし、これを最高額として別途定める額
とする。

次の区分の額とし、これを最高額として別途定める額
とする。

（ア）通勤定期旅客運賃(1ヶ月） （ア）通勤定期旅客運賃(1ヶ月）

3ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

13ｷﾛから15ｷﾛまで

16ｷﾛから18ｷﾛまで

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

3ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

（対キロ区間制） （対キロ区間制）

2.  定期旅客運賃　 2.  定期旅客運賃　

別紙１-2

その１（伊田線・糸田線・田川線）
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別紙 １

変更しようとする旅客運賃の上限の種類、額及び適用方法

申請 現行

31ｷﾛから33ｷﾛまで

14,490円

15,050円

15,620円

16,190円

4,150円

5,090円

5,850円

6,600円

7,350円

8,300円

9,240円

9,810円

10,370円

10,940円

11,500円

12,070円

11,090円

11,780円

12,450円

13,130円

13,800円

6,110円

7,020円

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

8,820円

9,960円

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

43ｷﾛ

12,540円

13,010円

13,490円

34ｷﾛから36ｷﾛまで

37ｷﾛから39ｷﾛまで

40ｷﾛから42ｷﾛまで

43ｷﾛ

28ｷﾛから30ｷﾛまで

31ｷﾛから33ｷﾛまで

34ｷﾛから36ｷﾛまで

19ｷﾛから21ｷﾛまで

22ｷﾛから24ｷﾛまで

25ｷﾛから27ｷﾛまで

28ｷﾛから30ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

13ｷﾛから15ｷﾛまで

16ｷﾛから18ｷﾛまで

（ウ）通学定期旅客運賃(1ヶ月）中学生 （ウ）通学定期旅客運賃(1ヶ月）中学生

3ｷﾛまで 4,980円 3ｷﾛまで

4ｷﾛから6ｷﾛまで

7ｷﾛから9ｷﾛまで

10ｷﾛから12ｷﾛまで

13ｷﾛから15ｷﾛまで

16ｷﾛから18ｷﾛまで

7,920円

別紙１-3

その１（伊田線・糸田線・田川線）
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別紙 ２

運賃改定を必要とする理由

当社は、2009年4月実施の運賃改定以来、消費税率の引き上げによるものを除き、運賃を変更する
ことなく、安全・安心な輸送体制の維持を最優先としつつ、様々な経営努力を続けながら、輸送サー
ビスを提供してまいりました。

しかしながら、少子化やモータリゼーションによる社会環境の変化などにより、利用客数は1992年度
の342万人をピークに減少し、赤字経営が続いている状況です。

当社としましては、これまで、沿線ガイドの作成や乗車体験イベントなどの実施、沿線の温泉施設と
の連携などにより集客に努めてまいりました。さらに、厳しい経営状況を打開するための新たな事業と
して、2009年度から門司港レトロ観光列車の運行を、2019年3月には観光レストラン列車「ことこと列
車」の運行を開始し、2019年8月には約16年ぶりの新駅となる「令和コスタ行橋駅」を開設するなど、
利便性及び収益の向上に取り組んでまいりましたが、経営状況の大きな改善には至っていない状況
です。

2023年5月に新型コロナウイルス感染症の位置づけが2類から5類となったことやインバウンドの増加
などにより国内では公共交通機関の利用者数の大きな回復傾向が見られる中で、当社の2023年度
の利用客数は124万人とピーク時の約3分の1にまで減少し、2024年度も利用客数は前年度比0.7％
増と伸び悩んでおり、今後、コロナ禍以前の水準まで回復することも困難であると見込んでいます。

加えて、老朽化が進行した設備の修繕・更新に要する経費の増加や、最低賃金の引き上げによる
人件費の上昇、燃料価格や資材仕入等の価格上昇などにより、今後も極めて厳しい経営状況が続く
ことが見込まれます。

平成筑豊鉄道の今後のあり方については平成筑豊鉄道沿線地域公共交通協議会において検討
が進められていますが、施設の老朽化対策や社員の賃金水準の維持による働き手の確保など鉄道
事業運営に必要な対応を行うことにより、輸送の安全確保及び旅客サービスの維持・向上を今後も継
続するには運賃改定による収支の改善が不可欠と判断し、今般の改定を行うものです。

別紙２-1

その１（伊田線・糸田線・田川線）
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別紙 １

500円 300円

第１　運賃の計算方法 第１　運賃の計算方法

変更しようとする旅客運賃の上限の種類、額及び適用方法

１.  普通旅客運賃計算方　 １.  普通旅客運賃計算方　

（均一制） （均一制）

申請 現行

旅客運賃の計算方法及び適用方法 旅客運賃の計算方法及び適用方法

別紙1上限運賃

その２（門司港レトロ観光線）
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別紙 ２

運賃改定を必要とする理由

門司港レトロ観光線の運行は、平成筑豊鉄道の厳しい経営状況を打開するための新規事業の一
つとして2009年4月に開始し、運行開始以来、運賃を変更することなく、安全・安心な輸送体制の維
持を最優先としつつ、様々な経営努力を続けながら、輸送サービスを提供してまいりました。

当社としましては、これまで、冬期の運行開始（2022年度から開始。前年度までは12月から2月まで
は運行していなかった）、夜間運行の実施（４月から11月の間に実施）、夏休み期間（8月の1週間）の
平日運行、バックヤードツアー開催（車掌業務体験や車庫内の見学）、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ向け「関門海峡ク
ローバー切符（韓国語版、英語版、台湾版、中国版）」の発売など数々の取組を実施し、利用客数の
増加を図ってまいりましたが、開業年度の2009年度は21万人であった利用客数は、2024年度には11
万人とピーク時の約半分にまで落ち込んでいます。また、観光路線であるため、利用客数は外国人
旅行客の動向や天候といった外的要因に大きく左右され、収益が安定しない面もあります。

加えて、最低賃金の上昇や設備の老朽化進行により修繕対応が増えたことによる人件費の増加、
燃料価格上昇、運行における安全確保・サービス向上のための外注費の上昇などにより維持管理費
が増えており、今後も極めて厳しい経営状況が続くことが見込まれます。

施設の老朽化対策や社員の賃金水準の維持による働き手の確保など鉄道事業運営に必要な対応
を行うことにより、輸送の安全確保及び旅客サービスの維持・向上を今後も継続するには運賃改定に
よる収支の改善が不可欠と判断し、今般の改定を行うものです。

別紙2理由

その２（門司港レトロ観光線）
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